
２０２３年度　学校評価項目・評価基準に基づく評価結果及び分析 南魚沼市立塩沢小学校

英語教育・国際理解

評価結果 評価 考察及び改善策 評価結果 評価 考察及び改善策

成
果
目
標

英語を使ってコミュニケー
ションをしたり、外国のこと
について調べたりすることが
好きと答える児童を増やす。

児童・保護者アンケートで肯
定的評価
Ａ：80％以上　Ｃ：60未満

（児童アンケート）
「英語を話したり、外国のこ
とを調べたりすることは楽し
いですか。」
1学期：３～６年
2学期：１～６年

（保護者アンケート）
「お子さんは、外国のことに
関心をもち、国際科の学習に
進んで取り組んでいます
か。」

児童
７７．４％

保護者
６６％

Ｂ

・児童アンケートでは、学年が上がるにつれて
肯定的評価の割合が低くなっている。
・今後の改善策としては、国際科の授業改善や
保護者への周知を十分図ることによって目標値
をあげていく。

児童
８１．１％

保護者
６１．９％

Ｂ

・児童の肯定的評価は高くなった。国際科の授業
を楽しんでいる児童が多くなってきている。
・保護者への周知、理解が今一歩なので、次年度
は各種たよりや学習参観などを通じて国際科の授
業についての保護者へアピールしていく。

教
育
活
動

英語を使って楽しくコミュニ
ケーションをとったり、外国
の文化や習慣について学んだ
りする授業を実践する。

職員アンケートで肯定的評価
Ａ：80％以上　　Ｃ：60％未
満

（職員アンケート）
「児童が進んでコミュニケー
ションを取ろうとするような
授業や外国の文化や習慣に触
れるような活動を実践するこ
とができた」

職員
９０．９％

Ａ

・英語専科、ＡＬＴが中心となって児童の意欲
を引き出すような授業を工夫している。
・今後の改善策としては、ハロウィンや国際交
流会の準備や実践を行う中で外国への興味関心
を高めていく。

職員
９０．９

Ａ

・英語専科、ＡＬＴが中心となって授業の準備や
授業後のパスポートの確認などをしてもらい感謝
している。１～３年生は担任とＡＬＴによるチー
ムティーチングなので打合せを十分行い、楽しい
授業が展開できるようにする。
・ＡＬＴの終日勤務日が週に１日しかないため、
次年度はＡＬＴの終日勤務日が２日になるように
市教委に要望していく。

運
営
活
動

・保護者・地域に積極的に発
信活動を行い、地域の国際科
に対する意識の向上、理解の
向上を図る。

職員アンケートで肯定的評価
Ａ：90％以上　　Ｃ：70％未
満

（職員アンケート）
「学年便りやＨＰを通して、
国際科や国際理解教育につい
て、家庭、地域に発信するこ
とができたか。」

職員
３６．４％

Ｃ

・低学年は学年だよりで国際科の様子を紹介し
ていたが、中、高学年は、学年だよりなどでほ
とんど触れることがなかった。
・国際理解教育（交流会）が毎年３学期なの
で、もっと早い時期にできれば、児童や保護者
の意識も変わってくるのではないか。（来年度
は国際交流会の時期を２学期にできないか検討
する）

職員
７１．４

Ｂ

・評価の数値から職員の意識や保護者に対する周
知の姿勢は良くなってきてる。
・３学期は国際交流会があるので、その様子をた
より等で発信していく。
・次年度は国際科がある曜日に学習参観を入れる
ようにする。

チ
ャ
レ
ン
ジ
１

２学期１学期

　　【目指す姿】

進んで外国の生活や文化に親しんだり、外国語に触れたりしようとする子

評価項目 評価基準


